
 

 

 

 

 

 風薫る五月がやってきます。園庭の鯉のぼりも気持ちよさそうに泳いでいます。五月は

一年の中でも一番過ごしやすい時期とも言われています。子どもたちも楽しみにしている

ゴールデンウイークもやってきます。いろいろと計画を立てているご家庭も多いかと思い

ます。世の中挙げて財布のひもを緩ませようとするこの時期ですが，新しい学級，新しい

先生，お友達…と，小さな体と頭を精一杯使い続けた１か月でしたから，十分な休養と栄

養を取らせる連休とするのもいいのではないでしょうか。 

 この時期，男の子の生まれた家庭では鯉のぼりを揚げて，端午の節句を祝ったものです

が，最近では鯉のぼりを揚げている家庭もほとんど見られなくなりました。鯉のぼりは「登

竜門」という古代中国の故事に由来します。中国の

黄河上流に竜門という激流が連なる滝があり，ある

時，一匹の鯉が激しい滝水に逆らいながら竜門を登

りきったところ，鯉は竜へと変身し天に昇っていっ

たという話です。中国では竜は皇帝の象徴でもあ

り，とても縁起のいいものと言われています。日本

では，江戸時代に町人の間で立身出世のシンボルで

ある鯉を幟(のぼり)とするアイディアが生まれ，鯉

のぼりを揚げる習慣が生まれたそうです。   
 

 4 月 11 日(水)，素晴らしい天気のもと 36 人の新入生を迎えて入園式が行われまし

た。みんなきちんと座って，年長さんのお迎えの言葉を聞いたり，先生方による「むすん

でひらいて」や「アンパンマン」の手遊びを一緒に楽しんだりすることができました。他

にも，もも組に 4人，すみれ組に 6人，すみれ組に 2人が新しく入園しました。
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  駐車場では最徐行，一時停止を！ 
平成 24 年７月に市内の小学校の駐車場で，登校中の児童が保護者の車にひかれて亡く

なった痛ましい事故があったことを覚えているでしょうか。児童の安全を守るべき校地内

での，あってはならない事故でした。 

本園は，ほとんどの園児が自家用車で送迎されてきます。特に登園時の 8時から８時 30

分降園時の 14 時から 14 時 30 分までの時間帯は大変混み合います。園門で見ています

と，南側から下ってくる車，北側から上ってくる車，駐車場から出てくる車の３台が鉢合

わせとなり，ヒヤリとする場面を見かけることがあります。そこを園児が通っていくわけ

ですから大変危険です。PTA 総会でもお願いしましたが，次の点を徹底し，園児の安全確

保にご協力をお願いします。 

  

 〇 駐車場に入る時，出る時は，最徐行で，必ず一時停止して安全の確認 

 〇 お子様の手は離さない 

 【給食開始】 

 17日（水），今年度の給食が始まりまし

た。献立は子どもたちが大好きなロールパ

ン，焼きそば，ウィンナー，パイン缶，牛

乳です。ばら組のお友達もたくさんの子が

おかわりをしていました。 

 

【お迎えする会】 

 2２日（月）ばら組さんをお迎えする会が行

われました。先生方が幼稚園での過ごし方を

寸劇で披露しました。教室に戻ってから，さ

くら組さんのお兄さん，お姉さんから手作り

メダルのプレゼントがありました。 


